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高梁市の現状と未来
― 持続可能な地域づくりに向けて ―

山陽学園大学ビジネス心理学科

令和7年度行政の諸課題解決のための大学生による多角的アプローチ事業
「人口減少対策（特に若者・女性にも選ばれる地方になるための取組）」

高梁市の教育DX促進事業者、そして県議
会議員の方へのインタビュー

実施日時：2026年2月23日午前10時から11時30分
会場：高梁市 栄町商店街「ニューエスカ」
対象者：横山弘毅氏 岡山県議会議員 久徳大輔氏

内容

01.高梁市の強み

02.課題

03.ビジョン

挑戦を支える風土と豊かな文化資源

若者が「主体」として活躍するまち
づくり

若者の流出と住環境の不足

高梁市の強み：地域の魅力と可能性

心理的安全性：反対意見も言える、挑戦を応援し合う土壌（横山氏）

文化・産業：備中神楽などの伝統文化、ブドウ・トマトの産地（久徳氏）

利便性：市外へアクセスしやすい交通網住民性： 祭りや行事への高い参加
意欲
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課題：流出の現状分析
ハード面の壁：ファミリー層向け住
宅の不足（ウナギの寝床状の土地問
題）（久徳氏）

キャリアの壁：高校1・2年時の進路
設定で市外へ意識が向く（横山氏）

心理的障壁：地域参加が「義務」や
「ネガティブ」な体験になっている

雇用の壁：魅力的な就職先の不足

ビジョン：教育DX
と新たな取り組み
教育DX：STEAM教育による表
現力の向上、AI活用を通じた国
語力の再認識
産学協働：地域協力による株式
会社設立、インターンシップの
強化
意識改革：「失敗＝ポジティ
ブ」と捉える「失敗の日」の提
案（横山氏）
広域連携：都市部や大学との協
定による県内定着の促進（久徳
氏）

ビジョン：若者
を「作り手」に
するために

主体の尊重：若者を「コマ」として使
わず、一人の人間として受け入れる

寛容性：自分らしさを出せるまちづく
りと見守る体制

帰還のきっかけ：孫ターンや、都会に
はない「プラスの体験」の提供

環境整備：ファミリー向けアパートの
建設と就労支援

今後の障壁と展望

依存からの脱却

「行政任せ」を捨て、
自律的なまちづくりへ

リソース不足

人材・資金・熱意の確
保（久徳氏）

戦略

スモールスタートで着
実に成果を出す
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